
家
庭
で
で
き
る

熊
本
地
震
か
ら
学
ぶ

防
災
術

県
は
３
月
、
熊
本
地
震
に
関
す

る
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

を
公
表
し
ま
し
た
。
有
効
回
答
数

の
う
ち
、
約
７
割
の
人
が
自
宅
以

外
に
避
難
し
た
と
回
答
。
そ
の
多

く
が
支
援
物
資
が
届
き
に
く
い
自

動
車
の
中
や
親
戚
・
知
人
宅
な
ど

で
過
ご
し
て
い
ま
す（
左
図
）。
自

宅
を
含
む
避
難
生
活
で
は
、
食
料

や
水
に
困
っ
た
と
の
回
答
が
最
も

多
く
、
家
庭
で
の
備
え
が
不
十
分

だ
っ
た
こ
と
も
分
か
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
か
ら
４
月
で
１
年
を

迎
え
ま
す
。
次
の
災
害
に
備
え
る

た
め
に
、
も
う
一
度
“
家
庭
で
で

き
る
備
え
”
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

災
害
へ
の
備
え（
自
助
）で

悪
か
っ
た
点
・
改
善
す
べ
き
点

・�

ま
さ
か
水
が
出
な
く
な
る
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
備
蓄

水
を
買
い
足
し
て
い
な
か
っ
た
。

・�

食
料
の
備
え
な
ど
準
備
し
な
け

れ
ば
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
地
震

は
起
き
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
油

断
が
あ
り
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

・
家
具
を
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

・�

自
分
の
こ
と
し
か
考
え
な
い
人

が
い
て
、
食
料
の
配
給
時
に
不
快

な
思
い
を
し
た
。
水
の
備
蓄
は
本

当
に
大
切
だ
と
思
っ
た
。

・�

停
電
、
断
水
な
ど
思
い
が
け
な
い

こ
と
が
続
き
、
ガ
ソ
リ
ン
や
食
料
、

水
の
確
保
が
全
く
で
き
ず
、
日
ご

ろ
か
ら
の
備
え
の
必
要
性
を
痛

感
し
た
。

　
※
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
抜
粋

災
害
が
発
生
し
た
と
き
に
意
外

と
役
に
立
っ
た
も
の
は
ど
れ
？

❶
キ
ッ
チ
ン
ば
さ
み　

❷
ラ
ッ
プ　

❸
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル　
❹
土
鍋

❺
ベ
ビ
ー
用
お
し
り
ふ
き

❻
ペ
ッ
ト
シ
ー
ト

火
を
使
っ
て
い
る
と
き
に
大

き
な
揺
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

ど
う
す
る
？

❶
急
い
で
火
を
消
す

❷
揺
れ
が
収
ま
っ
て
か
ら
火
を
消
す

避
難
グ
ッ
ズ
を
入
れ
た

「
非
常
用
持
出
袋
」。

ど
こ
に
置
く
の
が
い
い
？

❶
押
入
れ

❷
台
所

❸
玄
関

地
震
が
起
き
て
火
事
に
な
っ

た
。
経
済
的
な
家
の
備
え
と
し

て
火
災
保
険
に
入
っ
て
い
れ
ば
安
心
？

❶
〇

❷
×

Q3Q5

Q4Q6
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菊池地域合同特集

★防災クイズ★
いくつ正解できるかな！？

子
ど
も
だ
け
で
家
に

い
る
と
き
に
大
地
震

発
生
！
ど
う
す
る
？

❶
急
い
で
避
難
所
へ
向
か
う

❷
近
所
の
大
人
の
言
う
こ
と
を
聞
く

❸
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
を
待
つ

Q2

も
し
も
の
と
き
の
備
蓄

食
料
、
何
日
分
必
要
？

❶
１
日
分

❷
３
日
分

❸
１
週
間
分

Q1

Q１　❸　以前は３日ともいわれていま
したが、支援物資がすぐに届くとは限り
ません。家の中に備蓄場所を確保できな
いときは、普段から使っている食材と組
み合わせましょう。

Q２　❷　もしお父さんやお母さんがい
ないときは、近所の知っている大人の人
の言うことをよく聞いて行動しましょう。
普段から家族で災害が起きたときの集合
場所を決めておくと良いです。

Q３　全て正解　❶は食材の調理に。❷
はおにぎりを握ったり皿に使ったり。❸
は給水に便利。❹はご飯も汁物もできる。
❺は体やテーブル拭きに。❻はオムツや
トイレマット、おねしょシーツにも。

Q４　❷　地震や地震による火災・津波
の損害は、地震保険に入っていないと補
償されません。

Q５　❸　すぐに持ち出せるよう出口に
近い場所に置きましょう。車のトランク
や外の物置などにも置けば家が被害を受
けて取り出せないときに安心です。

Q６　❷　大きな揺れのときに無理して
火を消そうとするとやけどする危険があ
ります。揺れを感じたらコンロから離れ
て、揺れが収まってから慌てずに火を消
しましょう。

Q７　❷　長時間、足や腕などが重い物
の下敷きになっていると体の中に毒素が
発生します。そのため、急に家具を取り
除くと毒素が血液をめぐり心肺停止など
を引き起こすことがあり危険です。

Q８　❸　野菜類が34.4％で最も多く、
魚類20.5％、肉類10.5％を上回りまし
た。備蓄食品は乾パン、アルファ米、イ
ンスタント麺などが多く、災害時は野菜
不足に陥りがち。健康維持のために野菜
ジュースや缶詰・レトルト・瓶詰など毎
食一つ備蓄することをお勧めします。

Q９　❷　「171」に電話すると、案内
に従って録音や再生ができます。１回に
録音できるのは30秒まで、保存期間は
48時間です。毎月１日、15日などに体
験日が用意されています。ちなみに、❶
は「119」、❸は「118」です。

Q10　❶　大好きなものがそばにあると
心が落ち着き、嫌なことを少しでも忘れ
られます。親が話を聞いてあげたり抱き
しめてあげたりすることも大切。備蓄に
好きなお菓子を入れるのも良いですよ。

★クイズの答え★

倒
れ
た
家
具
に
足
を
挟
ま
れ
て
長

い
時
間
動
け
な
く
て
苦
し
ん
で
い

る
人
が
い
ま
す
。
ど
う
す
る
？

❶
家
具
を
持
ち
上
げ
て
助
け
出
す

❷
救
助
隊
が
来
る
の
を
待
つ　

❸
挟
ま
れ
て
い
る
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る

Q7

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0
市
町
村
指
定
避
難
所

指
定
避
難
所
以
外
の
避
難
所

指
定
避
難
所
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
避
難
所

福
祉
避
難
所

親
戚
・
知
人
宅

自
動
車
の
中

※
自
動
車
の
中（
避
難
所
）

※
自
動
車
の
中（
店
舗
な
ど
）

※
自
動
車
の
中（
自
宅
や
道
路
）

※
自
動
車
の
中（
医
療
・
福
祉
施
設
）

※
自
動
車
の
中（
そ
の
他
）

自
動
車
を
除
く
屋
外

そ
の
他

未
回
答

615 567

1,568

50
218

10

244
132

14

【図】熊本地震のときに避難した場所
対象：�回答者3,381人中、自宅

以外に避難した2,297人

（人）

※県民アンケートから抜粋

Q10

※内訳
（重複あり）

237
37

179

831

597

災
害
時
に
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
を
減

ら
す
た
め
に
用
意
し
て
お
く
と
良
い

も
の
は
？

❶
大
好
き
な
お
も
ち
ゃ
や
絵
本

❷
精
神
安
定
剤

❸
毛
布

阪
神
淡
路
大
震
災
発
生
後
の
避
難
所

生
活
者
へ
の
聞
き
取
り
で
分
か
っ
た

一
番
食
べ
た
か
っ
た
料
理
は
ど
れ
？

❶
魚
類　
　
❷
肉
類

❸
野
菜
類　
❹
お
米

❺
パ
ン
類　
❻
麺
類

Q8

「
１
７
１
」
に
電
話
。

ど
こ
に
つ
な
が
る
？

❶
消
防
・
救
急

❷
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

❸
海
上
の
事
件
・
事
故
の
急
報

Q9
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も
の
好
き
な
お
菓
子
な
ど
食
べ
慣
れ
た
も
の

を
多
め
に
買
い
、
生
活
の
中
で
使
っ
て
は
補

充
す
る
❷
ガ
ソ
リ
ン
は
半
分
に
な
っ
た
ら
満

タ
ン
に
す
る
❸
使
わ
な
く
な
っ
た
文
房
具
や

試
供
品
を
防
災
袋
に
ま
と
め
る
❹
家
や
車
な

ど
複
数
に
分
け
て
備
蓄
す
る
─
な
ど
、
日
常

生
活
の
延
長
で
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

乗
り
越
え
る
た
め
に
知
恵
を
絞
る

　
災
害
時
の
集
合
場
所
や
連
絡
方
法
な
ど
、

家
族
で
決
め
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
私

の
場
合
は
自
宅
が
古
く
壊
れ
る
恐
れ
が
あ
る

の
で
、
一
緒
に
い
な
い
と
き
は
家
で
な
く
公

民
館
で
待
つ
よ
う
に
約
束
し
て
い
ま
す
。
笛

を
ぶ
ら
下
げ
た
名
札
ケ
ー
ス
に
名
前
や
住
所
、

血
液
型
な
ど
を
書
い
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド

（
下
）、
家
族
の
写
真
、
公
衆
電
話
用
の
10
円

玉
を
入
れ
、
家
族
を
探
す
手
掛
か
り
に
な
る

よ
う
備
え
て
い
ま
す
。

　
離
乳
食
や
ア
レ
ル
ギ
ー
食
、
オ
ム
ツ
な
ど

一
部
の
人
し
か
使
わ
な
い
も
の
、
子
ど
も
の

靴
な
ど
サ
イ
ズ
の
あ
る
も
の
、
ス
ト
レ
ス
を

「
こ
れ
な
ら
で
き
る
」
を
続
け
る

　
「
防
災
」
と
聞
く
と
固
く
構
え
た
り
、
男

性
が
取
り
組
む
も
の
と
考
え
た
り
す
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
周
り
の

人
の
変
化
や
、
妊
婦
な
ど
少
数
の
声
に
気
付

く
女
性
の
感
性
は
避
難
生
活
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
ま
す
。
日
常
生
活
の
中
に
防
災
に

つ
な
が
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
女

性
・
マ
マ
の
皆
さ
ん
に
も
興
味
を
持
っ
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　
た
だ
、
完
璧
を
目
指
す
と
疲
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
ベ
ス
ト
で
は
な
く
、
あ
な
た
に
と
っ

て
の
ベ
タ
ー
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
防
災
や

備
え
に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
こ
れ
な
ら

で
き
る
」
と
い
う
備
え
を
家
族
で
楽
し
み
な

が
ら
無
理
な
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
日
常
備
蓄
」
を
楽
し
む

　
私
が
お
勧
め
す
る
の
は
、
楽
し
み
な
が
ら

続
け
ら
れ
る
「
日
常
備
蓄
」
で
す
。
例
え
ば
、

❶
特
売
日
に
缶
詰
や
カ
ッ
プ
麺
、
水
、
子
ど

歌うママ防災士

　柳
やなぎはら

原　志
し ほ

保さん　

和
ら
げ
る
た
め
の
好
物
な
ど
、
避
難
所
に
な

い
も
の
を
蓄
え
る
工
夫
も
必
要
で
す
。

　
次
に
起
こ
る
災
害
で
は
熊
本
地
震
の
と
き

の
よ
う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
物
資
を
求
め
た
り
、
遠

出
を
す
れ
ば
物
が
買
え
た
り
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
買
い
物
用
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
で
作
る
オ
ム
ツ
、
新
聞
紙
で

作
る
ス
リ
ッ
パ
、
ツ
ナ
缶
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
で
作
る
ラ
ン
プ
、
粉
ミ
ル
ク
代
わ

り
の
砂
糖
水
な
ど
、
今
あ
る
も
の
を
工
夫
し

て
使
う
な
ど
知
恵
を
絞
る
こ
と
が
家
族
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
親
の
不
安
は
子

ど
も
に
伝
わ
る
の
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

慌
て
な
い
よ
う
備
え
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

Profile
宮城県出身。和水町在住の２児
の母。2014年に防災士の資格
を取り、テレビやラジオに出演
する他、県内各地で防災につい
て講演。講話の最後に東日本大
震災復興支援ソング『花は咲く』
を歌い、防災の啓発活動を行う。

東
日
本
大
震
災
と
熊
本
地
震
を
経
験
し
た
防
災
士
の
柳
原
志
保
さ
ん
に
、

家
庭
で
で
き
る
防
災
に
つ
い
て
話
を
聴
き
ま
し
た
。

無
理
な
く
楽
し
む
防
災
術
と
は

完
璧
じ
ゃ
な
く
て
い
い
─

名前

アレルギーや普段使っている薬の名前
ふりがな

住所

家族の名前・連絡先

遠くの親戚などの名前・連絡先

生年月日 血液型

枠線に沿って切り取り、家族の写真、保険証のコピー、10円玉、笛など
と一緒に、玄関先など持ち出しやすく家族が分かるところに備えましょう。柳原さん監修 パーソナルカード

マ
マ
目
線
の

1大津町で開催された防災講演会。
パーソナルカードのメリットを説明
23新聞紙で即席スリッパ作りを実践。
母親目線による防災の取り組みに共感
する人は男女問わず多い

2 3

1

　菊池市、合志市、菊陽
町合同で開催しています。
費用は自治体が補助。日
程など詳しい内容が決ま
り次第広報紙などでお知
らせします。

　熊本地震では隣の人の安否も分からず、ど
う地域で連携していくべきか勉強したいと考
え防災士になりました。２月の養成講座では、
町内で私を含め11人の防災士が誕生。講座
では、私たち避難者が避難所を運営すること
で不足品の迅速な把握や相互扶助の活動が促
され、早い復興につながることを学びました。
　今後は学んだことを伝えるために自助・共
助の重要性を盛り込んだミニ講習などを地域
で行い、災害に備える地域社会づくりに貢献
していきたいです。

菊陽町消防団全体規律訓練・物資輸送訓練
■日時　４月16日㈰　午前８時30分～
■場所　菊陽杉並木公園ふれあい広場
■内容
・殉職消防団員・熊本地震犠牲者に対する黙とう
・消防団の全体規律訓練
・大地震を想定した消防団による物資輸送訓練
■問い合わせ　総務課　☎（232）2111

防災ハンドブックを配布しました
　３月下旬、各世帯に県の防災ハンドブックを配布しました。
地震や風水害など災害から身を守る方法を確認しましょう。
菊陽町役場や光の森町民センターにもあります。

地域住民同士の交流で防災力を高めたい

山
やまもと

本　明
あす

香
か

さん
（大津町）

熊本地震で活躍

合
こう

志
し

　啓
ひろ

恵
え

さん
（光の森１町内）

新人防災士

私たちは
防災士で

す

災害に備える地域へ

一
人
一
人
が
“
防
災
の
担
い
手
”

　
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
地
域
の
人
た
ち

の
優
し
さ
を
感
じ
続
け
た
」「
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
の
重
要
性
を
感
じ
た
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
備
え
だ
け
で
な
く
、
被

災
者
同
士
で
支
え
合
う
こ
と
の
大
切
さ
も
多

く
の
人
が
感
じ
て
い
ま
す
。
隣
近
所
で
あ
い

さ
つ
を
交
わ
す
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
も
、
自
分
や
家
族
を
守
る

第
一
歩
。
専
門
的
な
知
識
を
身
に
付
け
地
域

に
貢
献
し
た
い
と
き
は
、
防
災
士
と
い
う
選

択
肢
も
あ
り
ま
す
。
災
害
時
は
、
私
た
ち
一

人
一
人
が
助
け
、
助
け
ら
れ
る
“
防
災
の
担

　社会のさまざまな場で防災力を高める活動が期
待される、地域の防災リーダーです。十分な防災
意識と防災に関する一定の知識・技能を修得した
人を日本防災士機構が認証します。

　東日本大震災を埼玉県で経験し、実家のあ
る大津町へ移住。町の防災士育成補助と地元
区長の勧めもあり、防災意識を高める良い機
会だと思って防災士養成講座を受けました。
　熊本地震では主に避難所運営に関わりまし
た。防災士の知識を生かし、発災直後には人
が押し寄せることを予測。いち早く避難所に
駆けつけ、けが人の応急処置や行政との連絡
役などに携わりました。そのとき、助け合う
人々の姿を見て地域住民同士の交流の大切さ
を実感したんです。日ごろから声かけや顔の

防災士とは

防災士養成講座を開催しています

見えるお付き合いができていると、子どもを
見てもらったり、体調が悪いときに助けても
らったり、支援の輪が自然に広がっていくこ
とが分かりました。こうした共助の大切さを
啓発していきたいです。
　災害はいつ起こるか分かりません。もし日
中に災害が起こったとき、対処できるのは家
にいることが多い女性や子どもたちです。女
性や子どもたちにも楽しみながら簡単にでき
る防災訓練などを企画して、町の防災力を高
めていきたいと思います。

Kik
uchi area public relations liai

so
n 
co
un
cil
 

菊池地域
合同特集

い
手
”
に
な
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
備
蓄
は
一
見
自
助
で
す
が
、
実
は
共
助

で
も
あ
る
ん
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
自
助
で
き

る
人
が
増
え
る
こ
と
で
、
よ
り
支
援
を
必
要

と
す
る
人
に
人
手
や
物
資
が
行
き
渡
る
よ
う

に
な
る
か
ら
」
と
柳
原
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

自
分
を
助
け
る
こ
と
が
人
助
け
に
な
る
─
。

そ
う
考
え
る
と
、
家
庭
の
備
え
が
よ
り
有
意

義
に
な
り
、
や
り
が
い
も
増
し
て
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
が
ま
ち
の
防
災

力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
は
ず

で
す
。
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